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研究成果の概要（和文）：本研究において音楽構造から生起する音楽情動を理論的に定式化、それを具体的な作品表現
として定着するためのメソードを開発、そしてそれを使った創作を構成論的に同時におこなった。その過程で音楽情動
の様相は予想をはるかにこえて複雑なものであり、音楽構造が単一の感情に対応するのではなく、多くの感情が同時に
喚起されうることが見出された。（研究成果１）音楽構造から生まれる音楽情動の種類ではなく音楽情動の強度に関し
ての研究が進められ、論文としてまとめられた。（２）そしてこれらから得られた知見から、創作のためのメソードの
策定とそれらを使った創作表現が行われ、国内外で発表され好評を博した。（３、４、５）

研究成果の概要（英文）：We theoretically formulated the music-emotion caused by musical structure, 
developed methods to realize it as concrete artistic expression, and created artworks using that method. 
All these elements were conducted in parallel employing constructive approach. In this process we 
realized the music emotion is far more complex than our expectation. The music structure does not 
necessarily correspond to single category of emotion but often many emotions (results of research 1), 
meaning that our musical emotion is the integration of sub-emotion types. Therefore we conducted a 
research on the intensity of musical emotion rather than types of musical emotion, and published the 
results (results 2). Using those knowledge we developed the methodology for artistic production, and 
created compositions and installations (results 3, 4, and 5). The final musical productions were 
presented at public events inside and outside Japan, that were nicely received.
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１．研究開始当初の背景 
 
音楽構造から音楽情動へ： 
音楽がどのような感情(情動)を喚起するかと
いうことについて、アリストテレス以来、人
間は長い間考えてきた。学術的な研究は 19
世紀に遡るが、現在においても研究者によっ
て音楽情動に関する捉え方も異なり、この分
野の研究が着実に積み重ねられてきたとは
言えない状況にある。そのような中、2010
年に出版されたの Handbook of Music and 
Emotionの 14章において A.Gabrielssonら
はそれまでの音楽の構造、要素とそれが喚起
する感情、情動との対応関係を調べた研究を
概観し、音楽情動生成のモデルの構築に重要
な方向性を与えた。しかし現在までに音楽情
動と音楽構造を結ぶ理論に関して、L.Meyer
等のその可能性に対する理論的な言及はあ
ったが、いまだ十分な具体性を持った研究、
実践は行われてきてない。本研究はその音楽
情動と音楽構造との間隙に注目するもので
ある。 
 
２．研究の目的 
 
情動については分からない事が多く、情動そ
のものがカテゴリー的なものなのか、または
次元を用いて表現すべきにものなのか、研究
者間で一致をみない。また私たちが生活の中
で感じる情動と音楽の聴いた時に感じる情
動も同じ物ではないかもしれない。しかし本
研究では音楽情動を音楽を聴いたり演奏し
たりするときに起こる、長いもの、短いもの、
強いもの、弱いものを含めたすべての心の動
きとし、音楽の構造（音や音のグループ間の
関係性）と音楽情動の関係の具体的な定式化
をめざし、それらを実際の創作へと結びつけ
る方法を開発することを目標とした。（現在
では音楽情動の生成の要因には複数の経路
が知られており、音楽構造から生起する音楽
情動もその一つであり、それは、例えば個人
的な過去の記憶と結びついた音楽情動のよ
うなものとは異なり、はっきり区別して扱わ
なくてはならない。）そのうえで、構成論的
アプローチによって、実際に生成モデルを作
って作品制作し、その結果を見て生成モデル
検証する、という過程を通して実践的にその
仕組み、関係性を解明する。音楽情動は心理
現象である。その生起の心理学的、生理学的
メカニズム関して現在、複数知られている経
路から、音楽構造からの生成過程にアプロー
チする、つまり音楽構造＝音の具体的な組み
合わせ、音の形式から心理現象である音楽情
動を生成する原理とメソードの開発を行う。
音楽情動と音楽構造を具体的につなげる方
法は現在、知られておらず、この研究は今ま
での音楽技法、理論に欠けていた音楽情動を
扱う実践的な技法を既存の音楽理論に加え
ることになり、アートの表現方法に寄与する
ことになる。 

 
３．研究の方法 
音楽情動と音楽構造を具体的につなげる方
法を開発するにあたって、ある音楽の音形、
動き（低次の音楽構造）に必ず付随する
D.Sternの「生気感情」(vitality affects) と
いう概念に注目し、これを音楽情動と音楽構
造をつなげるインターフェイスとした。つま
りある特定の高次の音楽情動、例えば「荘厳
な」は低次の音楽情動／音楽構造である「生
気感情」を特定の方法で組み合わせた結果生
じると仮定する。この仮定に基づき、心理実
験を通して音楽構造から音楽情動を生成す
るモデルをつくり、それを作品制作に用いる
ためのメソードを作成し、作曲を行った。こ
れらの一連の作業を互いに動的な関係にお
き同時進行させ、モデル、メソード、作曲の
精緻化を行った。 
三つ作業： 
研究において行われた作業は主に以下の三
つの事項である。 
１）音楽構造から音楽情動が生起するメカニ
ズムのモデル化 
これは上記の「生気感情」を含むモデルを出
発点として、数種類の音形を組み合わせた４
〜１６小節のメロディーを作成し、心理テス
トにより評価することから始められた。 
２）モデルを実際の作曲へつなげるメソード
のデザインとそれを定式化した制作ソフト
ウェアの開発 
私はこれまでも、ある具体的な（科学的な）
原理を作品に応用する際にある種の困難さ
を痛感してきた。これは原理と作品をつなぐ
ための最適化されたメソードの不在に起因
する。このメソードの開発にも十分に意が注
がれた。 
３）モデルとメソードによって情動を生成す
る作品の作曲 
作業の動的な構成： 
本研究の特色は各々の作業の場（上記の三つ
の作業）で起こる事象を他の作業へフィード
バックする、つまり作曲の実践の場での結果
をモデル化やメソード開発のプロセスへフ
ィードバックすることにある。フィードバッ
クの結果得られた改善されたモデル、メソー
ドを使い、再び作曲を続けるという動的な研
究方法がとられた。 
 
４．研究成果 
 
1) 音楽の調性という構成要素を操作しその
相違からえられる印象を心理実験で検証し、
ある音楽聴取における印象、音楽から生起す
る情動は多義的、両義的であることが示唆さ
れた。また、その両義性は音楽聴取自体が代
理感情的なものであることも示唆された。一
つの音楽構造が一つの情動に対応するとい
う、本研究が当初から暗黙に仮定していた前
提が崩され、音楽情動に関し、再考するきっ
かけになった。この結果は川上（当時、博士



後期課程）、岡ノ谷（東京大学）らと研究論
文としてまとめられた。 
2) 本研究の重要な理論的な目標である、音
楽構造と音楽情動の関係の研究は期間中、音
楽の構造的認知を２小節単位～１６小節ま
で,様々な大きさで阻害したり、複雑度を調
整し、その関係性をジュネーブ尺度など標準
化されている尺度を変形したものを用いデ
ータ化した。実験室で行う聴取心理実験のほ
か、実験ために開発した WEB アプリを使い、
多数の被験者からデータを収集し、分析を行
った。現在までのその到達点を示すものとし
て、その成果を秋草大学の紀要に”音楽の時
間構造と情動の関係 ～心理実験を通した
検討～”としてまとめた。ここでは、音楽の
時間構造に着目し、２つの心理実験を通して、
楽曲構造のどの単位が音楽情動の喚起にと
って重要であるかを検討した。もとになる楽
曲と、それを大小さまざまな構造単位で並べ
替えてつなぎ合わせた曲を聴いて、同じく音
楽情動と快適さと構造変化の知覚度合を評
定してもらった。統計解析の結果、構造と音
楽情動の有意な関連が見出され、小楽節を構
成する４小節の単位が情動喚起にとって重
要である可能性が示された。 
 
3)2013 年、5月、毎年行われるコンピュータ
音楽界のイベント NIME(The International 
Conference on New Interfaces for Musical 
Expression )が韓国の Kaist(太田市)に行わ
れ、本研究の作品としての成果である、オー
ディオビジュアル作品「それはほとんど歌の
よう」のソロバージョンが発表された。
Brain-computer Interface (BCI) technology
によって脳波のパターンが実時間で和声構
造として表現されまた、脳の状態がリアルタ
イムで聴覚化、視覚化された。 
 

演奏風景、© Furukawa 
 
4)2014 年、9月、毎年行われるコンピュータ
音楽界最大のイベント、ICMC(国際コンピュ
ータ音楽会議）がギリシアのアテネで行われ、
本研究の成果である、体験型のインスタレー
ション、「それはほとんど歌のよう」の複数
者参加型バージョンが初めて展示され、世界
から集まったアーティスト、研究者がインス
タレーションを体験した。また、そのインス
タレーションにおけるテクノロジーを説明
する研究発表も行った。インスタレーション

はアテネ音楽院のコンサートホール全体に
音を映像を配置大掛かりなもので聴衆に強
いインパクトを与えた。 
 
5)2015 年、4 月 25 日、研究期間の終了直後
に、毎年行われる東京、六本木での大きなア
ートイベント、六本木アートナイトにて本研
究の知見に基づいて制作された、体験型のイ
ンスタレーション、「脳が夢見る音楽」が六
本木ヒルズカフェーにて展示され、音刺激か
ら感じられる複数の聴衆の脳波の分析デー
タの個別性、共通性を視覚化、聴覚化し、の
べ 1500 人を超える聴衆が作品を楽しんだ。 
 

展示風景、© Furukawa 
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